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層化抽出法（層別抽出法） 
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事前分布は， 
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と示される。また，尤度関数については， 
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と示される。これらより，事後分布については， 
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と示される。このため，事後分布は，つぎのように示される。 
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0.599 2.136 

a＜ λ̂＜b 
という関係があり，最尤推定値 λ̂は，95％事後信用区間の内部に

含まれている。ただし， λ̂－a＝0.687，b－ λ̂＝0.850となってお

り，上側の幅の方が長いという特徴がある。これは，事後分布で

あるガンマ分布が右に歪んだ分布であることから，事後信用区間

は λ̂を中心とする左右対称な区間にならないことを示している。 
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この問題では，n＝16であるので，検定統計量として， 
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をもちいる。このとき，この検定統計量Tは，帰無仮説H0：ρ＝0
のもとで，自由度14のt分布に従う。このため，有意水準5%にお

ける両側検定の棄却域は， 
｜T｜≧2.145 

と示される。この検定統計量Tの値tは，(2)より，t＝5.346である

ので，帰無仮説H0が棄却され，男性の賃金と女性の賃金の間の

相関が統計的に有意と判断される。 
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先頭の桁が9である観測度数をO1，先頭の桁が9以外である観測度数をO2

とし，さらに，帰無仮説のもとで，先頭の桁が9となる観測度数をE1，先

頭の桁が9以外となる観測度数をE2とするとき，検定統計量として， 
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をもちいる。このとき，この検定統計量Kは，帰無仮説H0のもとで，近似

的に自由度1のカイ2乗分布に従うので，有意水準5％における棄却域は， 
K≧3.84 

と示される。この検定統計量Kの値kは， 

k＝ ( ) ( )2 221 240 0 046 219 240 0 954
240 0 046 240 0 954
− × − ×

+
× ×

. .
. .

＝9.4189… 

と求められるので，帰無仮説H0は棄却される。 

検定統計量は，本社に対する検定と同じKをもちいる。このとき，この

検定統計量Kは，帰無仮説H0「領収書の枚数分布は理論分布に従っている」

のもとで，近似的に自由度1のカイ2乗分布に従うので，有意水準5％にお

ける棄却域は， 
K≧3.84 

と示される。この検定統計量Kの値kは， 

k＝ ( ) ( )2 26 104 0 046 98 104 0 954
104 0 046 104 0 954
− × − ×

+
× ×

. .
. .

＝0.3239… 

と求められるので，帰無仮説H0は棄却されない。このことより，本社以外

については，「領収書の枚数分布は理論分布に従っていない」とはいえな

い。 
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「帰無仮説は正しいと結論付けられない。」 

帰無仮説を棄却できないことは，帰無仮説が正しいことを意味せず，

これを否定するだけのデータが得られず第二種の過誤の可能性が残るこ

とを示すにすぎないため。 

先頭の桁が9となる確率をpとするとき，帰無仮説をH0：p＝0.046，対立

仮説をH1：p＞0.046とする。先頭の桁が9である領収書の枚数を検定統計

量XAとすると，帰無仮説のもとで，XAは試行回数7，成功確率0.046の二項

分布に従う。このため，有意水準5％における棄却域は， 
P(XA≧1)＝1－0.9547＝0.2808…＞0.05， 

P(XA≧2)＝1－0.9547－7C1×0.046×0.9546＝0.0380…＜0.05 
であることから，XA≧2となる。検定統計量の値はXA＝1であるので，帰無

仮説は棄却されない。このため，社員Aについては，不正処理が行われて

いるとはいえない。 

先頭の桁が9となる確率をpとするとき，帰無仮説をH0：p＝0.046，対立

仮説をH1：p＞0.046とする。先頭の桁が9である領収書の枚数を検定統計

量XBとすると，帰無仮説のもとで，XBは試行回数6，成功確率0.046の二項

分布に従う。このため，有意水準5％における棄却域は， 
P(XB≧1)＝1－0.9546＝0.2461…＞0.05， 

P(XB≧2)＝1－0.9546－6C1×0.046×0.9545＝0.0280…＜0.05 
であることから，XB≧2となる。検定統計量の値はXB＝2であるので，帰無

仮説は棄却される。このため，社員Bについては，不正処理が行われてい

る疑いがある。 


